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序

1階部分を貫通するピロティーを有する都内のTビ

ル注)においては,建物計画段階での風洞模型実験からピ

ロティー部を吹き抜ける強風の発生が予想された.この

ため,この防風対策に関して教程の方法を考え,その効

果について詳しい風洞模型実験を行い,その結果に基づ

いて可動防風スクリーンという方法を採用し, 1982年2

月,完成に至っている.

本報は,これら数種の対策方法に関する風洞模型実験

ならびに実物での実測による防風効果の確認,の両者に

関する報告である.

1.建　物　概　要

Tビル(地上19階建･軒高85m)の平面図･断面図を

図1に示す.断面図に見られるように1階部分には南北

に貫通する半地下方式のピロティーを有する.図2にピ

ロティー部の詳細図を示す.このスペースはもっぱら車

に対する人の乗降と車の通行(駐車場への出入)に使わ

れ,一般歩行者は別の入口を使用.

2.風洞模型実験

2.1風　　洞

測定部断面が幅1.8mX高さ1.2mの境界層型風洞.

(2)平面図

図1　Tビル概要

図2　ピロティ一部詳細図
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図4　基準風向5,防風対策無の場合の風向･風速分布

(1)対貸1　　断醐　駐車臥口

(2)対策2　　　　　断面図

(3)対策3　　　　　　　(5)対策5

(4)対策4　　　　　　　(6)対策6

図3　各櫨防風対策方法

2.2　風速分布

U∝zl/4の垂直風速分布,

2.3　風速･風向測定

風速測定はサーミスタ風速計,風向の検出には小旗を

肉眼で観察(測定高さは実物で地上1.5m).

2.4　模　　型

当初,縮尺1/400模型で周辺気流の測定を行った後,

ピロティー部分のみの詳細な測定のため,縮尺を1/50と

した模型を製作.高層棟を全て再現すると模型はかなり

図5　対策2-1の場合の風向･風速分布(風向5)

図6　対策4-1の場合の風向･風速分布(風向S)

大きくなるので,ブロッキング効果および風速測定上発

生する不都合を考慮して10階相当高さ(34cm)で模型

を切り取っている.この模型でも風洞断面に対する割合

が大きいので測定値と実物との相似性にはやや問題があ

る.しかし,各種防風対策を施した場合の効果を相対的

に比較するという目的には十分と考えられる.

2,5　防風対策

ピロティー部で革に乗降する人々の保護を対策の対象

とするため,特に図4中の測定点9-ll, 24-26周辺の

風速低減を意図し,図3に示す対策方法を仮定.

堅塁ユ--北側開口部を屋根･壁で閉鎖し,風の流れ

を遮断.ただし,地下駐車場から空気の流出入はある.

塑墾且-･･･南･北側にキャノピー(ひさし)を設置･

2-1南側　遮断率¢=100%,北側¢-80%.

2-2　南側¢-80%,北側80%.

2-3　南側¢-50%,北側¢-50%.

塑墾旦-･･也入口近くの南北に,スクリーン(高さ:

天井いっぱい)を設置.

対策4--車寄せ全体の南北にスクリーン(高さ:天

Ill)lJIHl.I日JH川川llJ)川日日=HHl川川HlLlll)Hl‖JIHLll)L)‖lLIHHlIJJ川Ll))IIlI)IM日日川=川l日日I)HHlll川L川II)I)IILIlJ川川)日日川日日)lI)川)lHI

24



34巻10号(1982.10) 生　産　研　究　　443

=IIHH川川FIlllIII)JlH川IHImllIH日日IHmHHlHI)llllllI]IlH川III川Ill)1日日日川lHIIlHIlll‖llI)lllll=llH=川1日11日1研　　究　　速　　報

図7　基準風向Ⅳ,防風対策の場合の風向･風速分布

井いっぱい,長さ:14m)を設置.

4-1 95-100%スクリーン

4-2　45-80%スクリーン

4-3　¢-50%スクリーン

塑室且-I,.対策4-1に歩道の小スクリーンを追加.

塑星旦--･対策4-1に歩道を囲むスクリーンを追加.

3.実　験　結　果

風速測定結果は, Tビル西庭の基準点(図1 (2 )参照)

での風速Usに対する比U/Usを用いて表す.なお,塞

準点は1/400模型による実験で,気象庁風速計高さ相当

風速に対する無次元風速が0.80(風向S), 0.66 (N)と

なっており,風は強い.図4-9に風向･風速測定結果の

一部をベクトル図で示す.

3.1風向Sの場合

図4は風向5,防風対策無の場合である.測定点9-ll

および24-26は最も頻繁に人の乗降が行われる領域で

あるがU/Us-1前後の強風が発生している.この領域

の強風を低減することが防風対策の目的である.

対策2-1では(図5),全体的に対策無のときより3割

前後の風速低減がある.対策4-1の場合(図6),南北の

スクリーンで囲まれた領域は,歩道･車道とも防風効果

が大きく,実際の人の勤きた対して寄与するところ大で

ある.

3.2　風向Ⅳの場合

図7は対策無の場合である.歩道でもUJUs>1の強

風が発生している(測定点14).

対策2-1では(図8),測定点10,11での風速低下の割

合が少ない.図9は対策4-1の場合である.風向の変化

がやや見られるがスクリーン間では防風効果が見られ

る.

3.3　乗降ゾーンにおける防風効果の比載

ここでは,革に対する乗降ゾーン(歩行者ゾーン)と

して測定点9,10,ll,13,14,15の6点に着目し,これら6

点の平均値に関し,対策無の場合に対する対策後の風速

比U有/U無を求め,各対策方法による防風効果の比較

を試みたものを表1に示す.

(1)対策1-風向〃では対策無の場合より7割以

上の風速低下があるが,風向Sでは駐車場出入口へ風が

図8　対策2-1の場合の風向･風速分布(風向Ⅳ)

0　　0.5　1.0

二　`　丸/us

図9　対策4-1の場合の風向･風速分布(風向〃)

表1車に対する乗降ゾーン(歩行者ゾーン)における防風効果

対　策　内　容　　　　　　　　　風向S　風rlIJN

対　策　無　　　　　　　　　　　U有/U無-100

対策1　Ⅳ側の開U部をおおう　　　　　　0 74

対策2-1キャノピーS(≠-100)-N(80)　065

対策2-2　　　〝　　　S (声-80)-N(80)　0.71

対策2-3　　　TI S (≠-50卜N(50)　0.74

対策2-4　　　〝

対策3　　スクリーン

対策4-1スクリーン

対策4-2　　　〝

対策4-3　　ll

対策5　　スクリーン

対策6　　スクリーン

Nのみ(≠-80)　　1 00

0.31

≠-100%　　　　　　0.33

≠-80%　　　　　　0.28

≠-50%　　　　　　0.56

0.27

0.24

流入するため,防風効果は小さい.

(2)対策2-対策2-1-2-3ではいずれの場合も対

策無のときに比べ3-4割風速が低下する.ただし,辛

ャノピーを一方の側のみにした場合,キャノピー無の側

からの風向に対しては防風効果が期待できない(対策

2-4).

(3)対策3-対策無の場合に比較して7-8割風速

が低減する.

(4)対策4-対策4-1 (め-100%スクリーン)およ

び対策4-2 (¢-50%)では,対策無の場合より7割前後
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図10　可動防風スクリーン(北側より見る)

図12　実測概要

表2　実　測　結　果

防風スクリーン無　　　防風スクリーン設置　風速也

移動測定点　　Ui Us Ul/Us Ui Us Ul/Us L海/Ut妊

m/s m/s m/s m/ S

南風　　　1車路中央　　985　　8.08　1 22　　28　　4 1　　068　　0.56

4月20El　　2　車路端　　　7 63　　6.55　1 16　　08　　3.31　0 23　　0.20

3　歩道　　　　2 93　　6.51　0 45　　0.95　　3 45　　0 28　　0.62

北風　　　1.車路中央　　一　　　一　　　-　　　一　　　一　　　一　　　-

3月25日　　2.卓路端　　　7 98　　3 06　　2.61　0.78　　2 20　　0 35　　0 13

3　歩道　　　　4 55　　4.15　1.10　1.15　　2 30　　0 50　　0.45

図11実測風景(南側入口スロープより見る)

の風速低下があり防風効果が大きい.しかし,対策4-3

(¢-50%)では,対策無の場合より風速が5割低下する

のにとどまる.

(5)対策5 -対策無の場合の7割以上の風速低下が

ある.

(6)対策6-対策無のときの7-8割の風速低下が

見られる.

3.4　実際の防風対策

以上に示した各種対策方法による防風効果と,建築計

画における人や車の動線等の諸問題を考慮して,現実に

は対策4-1とほぼ同じ方法の｢可動防風スクリーン｣が

採用されるに至った(図10,11参照).製作されたものは,

透明ガラス製でかつ強風時にのみ閉じる可動式のもので

ある.開閉の必要を判断するため,スクリーン横の天井

付近で常時風速を計測している.

4.現　場　実　測

4.1実測概要

現場での実測は,北風(1982年3月25日)と南風(4

月20日)を対象に計2回行った.図12に示すように,

風速変動の比較的少ない点に1台のサーミスタ風速計を

三脚に取り付け固定基準点とし,別のサーミスタ風速計

により図中, 1-3の各点で移動測定を行った(測定高

さは地上1.5m).点1,2は車から乗降する人が歩く頻度

の高い場所である.以上の方法でスクリーンの有無によ

る風速の変化を調べた.

4.2　実測結果

表2に実測結果を示す.防風スクリーン無では,測定

貴1,2の風速がそれぞれU1-9.85m/S, U2-7.63m/S

(南風), U2-7.98m/S(北風)となっている.実測時の

気象庁風速が南風のとき8.3m/S,北風のとき8.1m/S

であったので,スクリーン無では気象庁風速とほぼ同じ

かそれを上回る強風が発生していることがわかる.防風

スクリーンを設置した場合の風速をスクリーン無の場合

の風速に対する比U有/U熊の値で見ると,防風スクリ

ーンを閉じることによって,車路中央部(測定点1)で

も約4割,車路端部(測定点2 :この位置が主なる乗降

ゾーンである)では約8割(南風) ～約9割(北風),設

置前に比べ風速が低下することがわかり,防風スクリー

ンが著しく効果的であることが確認された.

ま　　と　　め

ピロティー部分を吹抜ける強風に関して数種の防風対

策を仮定してその防風効果を風洞実験により調べた.吹

に,実験結果に基づいて実際に製作された可動防風スク

リーンの防風効果を実測により調べ,その防風効果の著

しいことを確認した.
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